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論文審査の結果の要旨 
 Laura L. Carstensenが1992年に提唱した社会情動的選択性理論（Socio-emotional Selectivity Theory）は，未来展望の観
点から世代による情報選択の動機づけが異なることを示し，実生活を反映する社会心理学的研究から実験室における
より詳細な要因の効果分析まで，広範に研究が展開されてきている。なかでも記憶機能に関しては，社会的記憶の研
究が先行し，実験室における統制実験による詳細な研究では未だ残された研究課題も多い。 
 そのような研究状況のなか，本研究では高齢者は若年者に比べてネガティヴな内容よりもポジティヴな内容に注意
を向け，ポジティヴな内容を多く想起するポジティヴィティ効果の基礎となるポジティヴ優位性に着目し，5つの実験
を系統的に実施し，社会情動的選択性理論の示す高齢者におけるポジティヴ優位性の認知機序を詳細に検討した。 
研究1（第2章）では，一連の実験の前提となる単語の情動価および覚醒度に関するデータ収集とその年齢差を明ら
かにすることを目的に，32名の高齢者群と26名の若年者群を対象に，110語の名詞単語に対する情動価の評価点ごとの
単語数と覚醒度に年齢差がみられるかを検討した。その結果，高齢者群は若年者群に比べてポジティヴ単語の単語数
が少なく，ネガティヴ単語の単語数が多かった。覚醒度では，年齢差はみられず両群ともにネガティヴ単語の覚醒度
を高く評価し，ポジティヴ単語の覚醒度を低く評価していた。これらの結果から，情動価におけるポジティヴ優位性
がみられなかったのは，ポジティヴ単語の覚醒度を低く評価していたためと考えられた。 
研究2（第3章）は，画像に対する情動価と覚醒度のデータ収集と年齢差を明らかにする目的で実施された。International 
Affective Picture Systemから選んだ120枚の画像について，31名の高齢者群と31名の若年者群を対象に，120枚の画像に
対する情動価の評価点ごとの画像数と覚醒度に年齢差がみられるかを検討した。その結果，年齢差はみられず，ネガ
ティヴ画像の覚醒度を高く評価し，ポジティヴ画像の覚醒度を低く評価していた。研究1と同様に情動価におけるポジ
ティヴ優位性がみられなかった理由として，ポジティヴ画像の覚醒度を低く評価していた可能性が示唆された。 
ポジティヴ優位性が意図された検索によって生起しているのか，意図されない検索によって生起しているのかを明
らかにするため，研究3（第4章）では顕在記憶指標を用いて，研究4（第5章）では潜在記憶指標を用いてポジティヴ
優位性がみられるかが検討された。研究3では，48名の若年者群と48名の高齢者群が，ポジティヴ，ネガティヴ，ニュ
ートラルの写真をニュートラル単語の直前に呈示されることによって情動価を付加した単語を記銘し，その後，自由
再生課題を行った。その結果，顕在記憶では若年者群のネガティヴ条件の成績が高く，高齢者群にポジティヴ優位性
が確認され，社会情動的選択性理論が支持された。研究4では，27名の若年者群と30名の高齢者群が研究3と同様の記
銘課題後，語幹完成課題を行った。その結果，両年齢群ともポジティヴ条件とネガティヴ条件の成績がニュートラル
条件の成績よりも高く，ポジティヴ優位性は確認されなかった。 
研究5（第6章）では，保持期間がポジティヴ優位性に影響するかを検討するため，顕在記憶指標と潜在記憶指標を
用いて，15分後と5ヵ月後の記憶成績にポジティヴ優位性がみられるかどうかを検討した。49名の高齢者群が15分後と
5ヵ月後に自由再生課題と語幹完成課題を行った。その結果，保持期間は顕在記憶指標と潜在記憶指標との情動検索に
影響を及ぼさず，覚醒度によって記憶が想起されやすいことが示された。 
第7章の総合論議では，以上の実験からポジティヴ優位性は情動を調整したいという動機づけが影響を及ぼす概念駆
動型処理を促す状況下で生じることを考察し，高齢期における加齢認知と動機づけに関する新たな知見が示された。 
本研究は，今後大きな発展が期待される認知加齢研究に対して，上記のような実験に基づく理論的な貢献が認めら
れる。このことより，本論文は博士（人間科学）の学位授与に値すると判定した。 
 
